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介
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ち
ゃ

　

九
月
十
二
日
（
日
）
に
お
も
と
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
室
で

南
部
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の
『
失
語
症
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
講
座
』
を
開
催
し
た
。
十
五
名
限
定
の
講
座
に

倍
以
上
の
問
合
せ
や
申
し
込
み
が
あ
り
、
失
語
症
に
対
す

る
ケ
ア
に
つ
い
て
関
心
の
高
さ
が
示
さ
れ
た
。

　

参
加
者
は
日
頃
失
語
症
者
と
関
わ
り
の
あ
る
介
護
職
、

看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
で
、
午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
の
講
議
と
演
習
に
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
。

午
後
三
時
か
ら
は
実
際
に
失
語
症
者
と
会
話
を
し
、
そ
の

日
に
学
ん
だ
知
識
を
実
践
す
る
機
会
も
あ
り
、
充
実
し
た

内
容
で
あ
っ
た
。

　

講
座
は
大
浜
第
一
病
院
の
言
語
聴
覚
士
の
岸
本
む
つ
み

氏
が
企
画
・
運
営
し
、
講
師
も
務
め
、
嶺
井
第
一
病
院
や

南
部
徳
洲
会
病
院
、
沖
縄
メ
デ
ィ
カ
ル
病
院
の
言
語
聴
覚

士
ら
が
協
力
し
て
実
現
し
た
。

「
失
語
症
は
一
般
の
方
だ
け
で
な
く
医
療
・
福
祉
関
係
者

で
あ
っ
て
も
充
分
に
理
解
さ
れ
ず
、
適
切
に
ケ
ア
さ
れ
て

い
な
い
場
合
も
多
い
。
」
「
今
回
の
研
修
は
、
失
語
症
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
方
法
に
つ
い
て
学
習
し
た
。
今
回
だ
け
で
終
わ
ら

ず
に
第
二
回
、
三
回
を
開
催
す
る
予
定
で
い
る
の
で
多
く

の
関
係
者
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
。
」

失
語
症
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

　

九
月
十
三
日
（
月
）
渡
名
喜
村
の
生
活
習
慣
病
・
健
康

教
室
が
開
催
さ
れ
、
南
部
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
岡
本

慎
哉
（
大
浜
第
一
病
院
）
が
講
師
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。

渡
名
喜
村
は
人
口
四
七
七
人
だ
が
、
成
人
を
対
象
と
し
た

住
民
検
診
の
結
果
、
高
脂
血
症
や
高
血
糖
、
動
脈
硬
化
、

高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
危
険
因
子
を
有
す
る
も
の
が

五
十
人
以
上
に
昇
り
、
早
急
な
対
策
の
必
要
性
が
指
摘
さ

れ
た
。
生
活
習
慣
病
・
健
康
教
室
は
役
場
民
生
課
の
大
城

松
子
保
健
師
が
担
当
し
、
運
動
と
栄
養
に
つ
い
て
計
六
回

の
教
室
を
計
画
し
た
。
今
回
が
第
一
回
目
に
あ
た
り
、
運

動
指
導
・
栄
養
指
導
を
三
回
づ
つ
開
催
す
る
予
定
。

　

教
室
は
開
校
式
の
あ
と
、
体
力
測
定
、
生
活
習
慣
病
と

運
動
に
つ
い
て
の
講
議
、
運
動
実
技
を
約
三
時
間
に
わ
た

り
行
っ
た
。
運
動
は
糖
や
脂
質
の
代
謝
を
高
め
、
減
量
に

効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
に
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
混
ぜ
た
実
践
的
な
指
導
を
行
い
、
参

加
者
は
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
た
。

　

運
動
指
導
は
十
月
と
十
一
月
に
も
予
定
さ
れ
て
い
る
が

そ
の
間
、
参
加
者
は
自
主
的
に
運
動
を
続
け
る
決
意
を
表

明
し
た
。

渡
名
喜
村
健
康
教
室

　
九
月
十
四
日（
火
）、
渡
名
喜
港
か
ら
フ
ェ

リ
ー
で
那
覇
に
戻
る
船
上
で
沖
縄
大
学
社
会

学
の
上
地
武
昭
先
生
、
琉
球
大
学
法
科
大
学

院
の
比
嘉
正
先
生
に
お
会
い
し
た
。
お
二
人

と
も
別
々
の
用
事
で
渡
名
喜
島
に
滞
在
し
、

偶
然
一
緒
の
便
に
乗
り
合
わ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
。

　
比
嘉
先
生
は
渡
名
喜
島
の
出
身
で
、
高
校

生
か
ら
島
を
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

若
者
の
「
島
離
れ
」
の
大
き
な
原
因
に
な
っ

て
お
り
、
島
で
高
校
教
育
が
出
来
る
よ
う
な

施
策
が
必
要
と
持
論
を
述
べ
た
。
上
地
先
生

は
県
内
の
多
く
の
離
島
に
共
通
す
る
課
題
と

し
て
「
若
者
の
仕
事
が
な
い
」
「
高
齢
者
が

安
心
し
て
住
み
続
け
る
た
め
の
医
療
や
福
祉

の
充
実
が
必
要
」
と
指
摘
し
た
。

　
多
く
の
高
齢
者
が
出
来
れ
ば
島
に
住
み
続

け
た
い
と
願
っ
て
い
る
が
、
島
に
は
充
分
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
た
め
に
、
や
む
な
く

本
島
内
の
子
供
宅
や
病
院
施
設
で
生
活
す
る

こ
と
を
選
択
せ
ざ
る
得
な
い
現
状
。

　
島
に
介
護
施
設
や
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
整
備

す
る
こ
と
で
要
介
護
高
齢
者
が
島
で
暮
ら
せ

る
だ
け
で
な
く
「
仕
事
」
を
創
出
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
高
齢
化
率
５
０
％
を
超
え
る
島

は
多
い
が
、
こ
の
よ
う
な
島
で
公
共
投
資
を

道
路
建
設
に
使
う
の
で
は
な
く
「
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
基
盤
整
備
」
や
「
島
の
住
民
の
み
な

ら
ず
県
内
外
か
ら
田
舎
暮
ら
し
を
望
ん
で
い

る
中
高
年
者
の
た
め
の
住
宅
を
整
備
す
る
」

等
の
ア
イ
デ
ア
が
考
え
ら
れ
る
。

　
県
や
市
町
村
、
民
間
の
医
療
・
福
祉
機
関

が
官
民
一
体
と
な
っ
て
「
離
島
に
住
み
続
け

る
」
こ
と
に
つ
い
て
議
論
す
る
機
会
を
ぜ
ひ

作
り
た
い
と
、
揺
れ
る
船
内
で
話
が
盛
り
上

が
っ
た
。
上
地
先
生
、
比
嘉
先
生
と
も
県
や

市
町
村
の
保
健
福
祉
計
画
等
に
関
わ
る
こ
と

も
多
い
の
で
、
今
後
の
話
の
行
方
に
興
味
を

も
っ
て
見
守
り
た
い
。

『
離
島
に
住
み
続
け
る
』

座
談

第２回
失語症コミュニケーション講座
（嶺井第一病院会場）

日
時
平成16年10月17日（日）
午前９時～午後４時
嶺井第一病院３階図書室（予定）

講
師
岸本むつみ（大浜第二病院ST）
阿部信之（沖縄メディカル病院ST）
与座範子、柳川幸子、仲盛美穂
（以上嶺井第一病院ST）

定
員
15名 費

用
資料代として
1人1,000円徴収

対
象
ホームヘルパー・介護士・看護師
ケアマネージャー・保健師・リハ
ビリ関連職種・その他の医療福祉
関係者及び学生

医療・福祉関係者および一般市民や学生が失語
症についての理解を深めることで、失語症者に
対して適切なケアを提供され、また社会参加し
やすくなることを目指す。

美しい民家が保存されている町並みが続く

那覇～渡名喜～久米島を結ぶ
フェリーなは

美しいフクギ並木



　

九
月
十
四
日
（
水
）
に
渡
嘉
敷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に

南
部
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
岡
本
慎
哉
（
大
浜
第
一
病

院
）
が
今
年
四
回
目
の
協
力
を
行
っ
た
。
渡
嘉
敷
村
な
ど

の
離
島
で
は
民
間
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
成
立
し
に
く

い
た
め
、
村
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
直
営
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
訓
練
を
担
当
す
る
」
こ
と

は
原
則
的
に
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
含
ま
れ
な
い

が
、
離
島
の
特
別
な
事
情
を
考
慮
し
て
行
っ
て
良
い
と
沖

縄
県
か
ら
認
め
ら
れ
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
月
一
回
ペ
ー

ス
で
協
力
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

午
前
九
時
の
泊
港
発
の
高
速
船
に
乗
る
と
三
十
五
分
で

渡
嘉
敷
港
に
到
着
す
る
。
港
に
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
職
員

が
車
で
出
迎
え
て
く
れ
る
が
、
歩
い
た
と
し
て
も
十
分
は

か
か
ら
な
い
距
離
に
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
セ
ン

タ
ー
に
到
着
後
お
茶
を
一
服
し

た
後
、
午
前
中
に
二
時
間
、
昼

食
を
は
さ
ん
で
午
後
に
二
時
間

み
っ
ち
り
個
別
訓
練
を
担
当
す

る
。

　

離
島
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
と
し
て
、
脳
卒
中
等
の

重
度
障
害
が
少
な
く
、
膝
痛
や
腰
痛
を
主
訴
と
し
た
軽
症

者
が
多
い
。
重
度
の
障
害
が
あ
る
と
離
島
で
暮
ら
せ
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
主
に

七
十
〜
八
十
歳
代
だ
が
、
日
頃
は
畑
仕
事
も
し
て
い
る
お

達
者
さ
ん
も
含
ま
れ
る
。
膝
・
腰
・
頸
・
肩
関
節
の
痛
み

や
運
動
障
害
の
整
形
外
科
疾
患
に
対
し
て
、
家
庭
で
で
き

る
体
操
の
指
導
や
、　
　

が
来
な
い
日
に
セ
ン
タ
ー
の
看

護
師
等
に
や
っ
て
も
ら
う
物
療
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
が
「
で
き
る
だ
け
元
気
で
活
動
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
」

全
身
の
筋
力
強
化
や
バ
ラ
ン
ス
の
訓
練
、
体
力
維
持
を
目

的
と
し
た
運
動
指
導
も
意
識
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
。

　

離
島
で
暮
ら
す
高
齢
者
に
と
っ
て
「
健
康
」
や
「
自
立

し
た
生
活
」
は
切
実
な
問
題
で
あ
る
た
め
か
、
利
用
者
の

運
動
に
取
り
組
む
真
剣
さ
は
日
頃
都
市
部
で
は
経
験
し
な

い
程
で
あ
る
。
家
庭
で
行
う
自
己
訓
練
を
指
導
す
る
と
、

一
月
後
に
は
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
が
驚
く
ほ
ど
向
上
し
て
お

り
、
毎
日
一
所
懸
命
体
操
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
職

員
も
ア
ド
バ
イ
ス
の
一
言
一
句
を
聞
き
逃
さ
な
い
よ
う
に

真
剣
に
メ
モ
を
と
る
。
そ
れ
だ
け
、
離
島
に
お
い
て
私
た

ち
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
の
関
わ
り
が
不
足
し
て

お
り
、
そ
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
だ
な
あ
、
と
改
め
て

責
任
の
大
き
さ
を
感
じ
る
。

　

九
月
十
四
日
（
水
）
の
午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で
渡
嘉

敷
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
会
場
に
お
い
て
広
域
支
援

セ
ン
タ
ー
主
催
の
出
前
介
護
教
室
（
講
師
・
岡
本
）
を
開

催
し
た
。
今
年
三
月
ご
ろ
よ
り
南
部
二
十
市
町
村
に
対
し

て
「
現
場
で
困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
研
修
」
の
希

望
を
募
っ
て
い
た
が
、
渡
嘉
敷
村
で
は
「
介
護
技
術
の
基

本
」
に
つ
い
て
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
今
回
の
介
護
教

室
を
企
画
し
た
。
と
言
っ
て
も
企
画
、
参

加
者
募
集
、
会
場
設
営
な
ど
の
準
備
す
べ

て
実
質
的
に
は
渡
嘉
敷
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
職
員
が
行
い
、
講
師
の
岡
本
は
当
日
話

を
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
興
津
、
比
嘉
、

中
村
、
小
嶺
さ
ん
、
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し

た
。

　

平
日
の
夜
間
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
予

想
を
超
え
た
十
七
名
の
参
加
が
あ
り
、
充

実
し
た
研
修
を
行
っ
た
。
好
評
で
あ
れ
ば

次
回
も
考
え
た
い
。
ま
た
、
村
役
場
の
保

健
師
と
看
護
師
も
受
講
し
、
「
次
は
保
健

師
企
画
の
研
修
会
も
考
え
た
い
ね
」
と
活

動
に
手
応
え
を
感
じ
た
。

　　

一
泊
し
た
十
五
日
に
渡
嘉
敷
島
を
後
に

し
た
が
、
「
ぶ
ど
う
の
木
」
の　
　

宮
里
朝
康
氏
と
港
で

す
れ
ち
が
っ
た
。
氏
は
保
健
師
の
担
当
し
て
い
る
機
能
訓

練
事
業
と
家
庭
訪
問
で
渡
嘉
敷
村
に
関
わ
っ
て
お
り
、
こ

の
日
も
日
帰
り
で
島
に
来
た
の
だ
っ
た
。
各
自
忙
し
い
業

務
を
割
い
て
地
域
に
離
島
に
貢
献
し
て
い
る
。
お
も
と
会

も
、
も
っ
と
「
地
域
に
貢
献
し
、
信
頼
さ
れ
る
活
動
」
を

広
げ
た
い
。

渡
嘉
敷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

出
前
介
護
教
室
『
渡
嘉
敷
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
講
座
』

in 渡嘉敷
in 渡嘉敷行
っ

て来ました！！

広域支援センター活動と離島支援

　

現
在
の
離
島
支
援

●
久
米
島
町

　

大
浜
第
二
病
院
・
新
垣
栄
子

　

大
浜
第
一
病
院
・
仲
田
多
津
子

●
渡
名
喜
村

　

沖
縄
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
・
天
願

　

大
浜
第
一
病
院
・
岡
本

●
渡
嘉
敷
村

　

大
浜
第
一
病
院
・
岡
本

●
南
大
東
村

　

大
浜
第
二
病
院
・
糸
山

以
上
が
実
践
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
地
域

に
貢
献
し
て
い
る
。

　

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域
支
援

セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
、
以
下
が
定
め
ら
れ

て
る
。

①
機
能
訓
練
事
業
な
ど
の
市
町
村
事
業
に

　

講
師
派
遣
協
力

②
特
養
な
ど
の
施
設
や
在
宅
サ
ー
ビ
ス
等

　

な
ら
び
に
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
研

　

修
（
研
修
会
の
実
施
／
施
設
に
出
向
い

　

て
の
指
導
／
大
浜
第
一
病
院
へ
の
研
修

　

受
け
入
れ
等
）

③
地
域
の
「
リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
相
談
」

　

に
か
か
る
支
援

④
当
事
者
会
や
家
族
会
の
支
援
、
関
係
機

　

関
と
の
連
携

　

大
浜
第
一
病
院
は
沖
縄
県
南
部
圈
域
・

広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
受
け
て
い

る
が
、
南
部
圈
域
は
二
十
市
町
村
の
う
ち

七
市
町
村
が
離
島
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。

（
久
米
島
町
、
渡
名
喜
村
、
座
間
味
村
、

渡
嘉
敷
村
、
粟
国
村
、
北
大
東
村
、
南
大

東
村
）
そ
こ
で
、
南
部
圏
域
広
域
支
援
セ

ン
タ
ー
は
活
動
基
本
方
針
に
「
離
島
支
援

の
強
化
」
を
掲
げ
た
。

編集後記

P
T

P
T

今後とも
ご協力よろしく
お願いします！

　

今
回
は
離
島
に
お
け
る
広
域
支
援
活
動
の
紹
介
を
行
っ
た
。
沖
縄
県
南
部
圏

域
に
は
七
つ
の
離
島
町
村
が
あ
る
が
、
本
島
に
比
べ
て
リ
ハ
ビ
リ
・
ケ
ア
資
源

が
不
足
し
て
お
り
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
島
に
住
み
続
け
る
た
め
の
支
援
体
制

は
充
分
で
は
な
い
。
『
高
齢
者
や
障
害
者
が
、
そ
こ
に
住
む
人
々
と
と
も
に
住

み
慣
れ
た
地
域
で
一
生
安
全
に
、
イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援
す
る
』

こ
と
が
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
理
念
で
あ
る
。
離
島
で
あ
ろ
う
と

都
市
部
で
あ
ろ
う
と
、
自
分
が
住
み
た
い
場
所
に
住
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　

渡
名
喜
島
か
ら
の
帰
り
の
船
で
ご
一
緒
し
た
沖
縄
大
学
の
上
地
先
生
、
琉
球

大
学
の
比
嘉
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
島
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
介
護
体
制
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
教
育
や
就
労
、
住

ま
い
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
同
じ
目
標
に
向
か
う
仲
間
と
し
て
教
育
、
就

労
、
住
居
、
島
興
し
に
関
係
す
る
分
野
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
島
の
暮
ら
し
に

貢
献
出
来
れ
ば
と
思
う
。


